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第 10 回 自然現象と災害（３）

・講義で学んだことを、継続的にかつ反復的に復習すること。
・平素において体感する地域の物理的環境等を意識するように心掛ける。

第 11 回 過去を知り、歴史に学ぶ

第 12 回 行政の役割と責務

第 13 回 防災を切り口としたまちづくり（ハード編）

第 14 回 防災を切り口としたまちづくり（ソフト編）

第 15 回 まとめ

授業時間外学習（Supplementary　Activities）

第  7 回 防災とは

第  8 回 自然現象と災害（１）

第　9 回 自然現象と災害（２）

第　4 回 自然との共生の意味

第  5 回 間違っている災害区分

第  6 回 主な自然現象の形

第  1 回 ガイダンス（新たな視点から学ぶ）

第  2 回 基本認識（１）　　都市とは、災害とは

第　3 回 基本認識（２）　　天災と呼ぶもの、人災と呼ぶもの

授業の概要（Course　Description）

　我が国は、その地理的、地勢的、気候的特性から季節感豊かな潤いのある国土を形成し、古くから
自然の恩恵を享受してきた。
　一方、そのような立地条件を有するが故に、地震、火山、台風等の自然の脅威に周期的に見舞われ
るという宿命を負っているのも事実である。このような脅威を社会では自然災害（或いは天災）と称
し、人的災害と合わせてこれを防ぐための対策、いわゆる防災対策に取組んでいるわけである。
　この講義では、都市（或いは地域）を人のあらゆる活動の舞台として位置付け、都市政策の基本と
すべき「安全・安心の都市づくり」の観点から、災害の要素を概括的に理解したうえで、防災という
観点がどこまで意識されているかということを、人災という切り口から学ぶことによって、まちづく
りにおける課題と総合的な災害対策の在り方に関する基礎的知識の習得を目指す。
　

授業の到達目標（Course　Objectives)

「都市」、「災害」の基本概念を理解し、災害要素に対する正しい知識と都市における総合的な防災
対策に係るハード・ソフト両面からの施策と課題を、公共的観点から論じることのできる基礎的知識
を習得する。

授業計画（Course　Schedule)

科目名称 (Course Title)

地域防災論

受講定員の有無
(Maximum Enrollment)

授業公開
(Workshop Class)

科目等履修 ・ 聴講

担当教員 (Instructor)

福島　貞道

開講学期
（Semester)

前学期

単位数
（Credits)

２単位

履修年次
（Requirement）

３年次

授業形態
（Class　Type)

講義 無



2018年度

・　特になし。　授業に際しレジュメを配布する。

参考書・資料等
（Supplementary Reading)

・　適宜紹介する。

備　　考
（Other　Information)

・　６回以上の欠席者は、定期試験の受験は認めない。

教員との連絡方法
（Contact　With　Instructor)

・　メール等でアポイント

テキスト
（Textbook)

【書名】 【著者】

【出版社】 【出版年】

成績評価の方法と基準（Grading)

評価方法 （割合） 評価基準

平常点　　　　　　（15％）
レポート　　　　　（15％）
定期試験　　　　　（70％）
なお、平常点については、真摯
で積極的な授業参加の姿勢への
評価であり、毎授業時に提出す
る「感想文（質問含む）」も参
考にする。

秀：都市・災害の基本概念を理解し、ハード・ソフト両面から地域
防災について論じることができる知識を有し、的確な問題点の指摘
と総合的な観点に基づいた解決法の提案ができる。
優：都市・災害の基本概念を理解し、地域防災に関する問題点の指
摘と解決法の提案ができる。
良：都市・災害、地域防災の基本概念が凡そ理解できている。
可：都市・災害、地域防災に関する最低限の理解ができている。
不可：都市・災害・地域防災に関する理解が一定の水準を満たして
いない。


